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③PBS運営WG②地域連携教育WG①教育DX推進WG

取組名： 地域教育課題解決を担う 「やまぐちPRIDE教員」 養成のための三本の矢プログラム

＜山口県の重要施策＞
1. 教育DXの深化
2. やまぐち型地域・社会連携教育の推進
3. 誰一人取り残されない教育の推進

高校生対象の
教職セミナーの開催

教職魅力発見
プログラム
＜ポイント＞
本育成プログラム・
将来のキャリアパス
について体系的に  
発信

学校推薦型
山口県小学校
教員志望枠入試

地域枠定員
 33名

一次免除

県内教員を志
望する学生す
べてに対して
一次試験の一
部または全て
を免除

やまぐちPRIDE教員

〇 やまぐちっ子学習サポーター
〇 やまぐち小学校エキスパート研修
〇 美祢市学習支援ボランティア
☆ ABUチャレンジセミナー
☆ 教育インターンシップ

〇 ICTサポーター
〇ネットパトロール 〇田布施町におけるPBS事業

【その他の活動】学部企画：ちゃぶ台次世代コホート学生企画：☆山口大教育フェスの企画・運営 〇まなびのつながりプロジェク
ト

課題調査・解決策協議・成果共有
【大学外連携】
やまぐち共創大学コンソーシアム、
山口県教員養成等検討協議会等

山口県教員養成等
検討協議会・山口
県教委との共催。

「やまぐちPRIDE～ふるさと山口の未来
を創る心意気～」を教育施策の中核に据
え、キャリア教育・地域連携教育・ふる
さと教育を一体的に推進している。全県
的に、地域への誇りや愛着を基盤とした
人材育成を強化しており、学校教育を通
じて将来の地域の担い手を育む取組に重
点的に力を注いでいる。
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養成事業運営委員会
教育学部教育委員会

教職希望高校生の増加、山口県教員志望学生増、やまぐち型地域・社会連携教育の推進、大学授業実施・改善、地域連携活動の実施、家庭学習支援等における協働
山口県の教育方針

【やまぐちPRIDEの醸成】

「データ科学と社会」
「知的財産入門」

「山口と世界」 「教職概論」
「小学校教育体験演習Ⅰ」
「教職キャリア形成Ⅰ・Ⅱ」

「DX概論」 「授業におけるICT活用」
「学習メディア活用演習」
「データサイエンス応用基礎」

「小学校教育体験演習Ⅱ」

「介護等体験実習」
「学校心理学」 「特別支援教育」
「特別支援実践演習」

「ICT活用の理論と実践」
「教育におけるAI活用の理論と
  実践(新設)」

「地域教育実践研究」
 「地域教育実践演習」
「コミュニティスクール実践研究
(新設)」

「ポジティブ行動支援実践演習
(新設)」

＊AIを活用した学びの履歴・
省察・協働支援ツールの

   活用

＊PBS支援システムの活用
＊地域と協働した家庭

学習支援活動の企画・実施、

学習コンテンツの活用

特支系大学教員、山口県教委、              
田布施町教委 他

情報系大学教員、山口県教委、山陽
小野田市教委、Google株式会社 他

教育学系大学教員、美祢市、阿武町、
周防大島町、山口市の各教委 他

【目的】 山口県の教育課題解決を担う 「やまぐちPRIDE教員」の養成

☆遠隔教育・学習支援サポーター
☆山口市フューチャーサポーター

・過小規模校や、特別
支援的ニーズ等の課題
への対応。
・CS運営の中心的役割

県教委との連携の下で
卒後支援体制を構築

養成プロセス
三 本 の 矢 プ ロ グ ラ ム

山口県の三つの課題
課題① 過小規模校・複式
学級の多さ（共に全国３
位）に起因する課題

課題② 家庭学習時間の
不足 (全国平均以下 )と
CSの機能向上の課題

課題③ 不登校・特別支援
ニーズに対応する学校
支援体制の課題

【中核的履修モデルと地域連携等活動の展開】
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「やまぐちPRIDE教員」
山口への誇り、愛着、理解を基盤
に、学校から地域の未来を創る
心意気を持ち、地域と協働しなが
ら、すべての子どもの学びと成長
を支え、最新の技術・技能をもっ
て多様な教育課題に主体的に取り
組むことのできる教員。

県教委の指導主事などによる
授業改善／授業実施への参画、
学習コンテンツ作成における
協働

「三本の矢」の成果を一本に束ねて山口県の教育課題を解決できる能力を養う
（公立校での教育実習、教職実践演習、

ちゃぶ台次世代コーホート等での省察）

教育DX活用による自
律的学習時間の増加

PBSによる安心して
学べる環境の構築

地域連携による学校
外の学習支援の強化
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